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  5 日　土星が衝
  8 日　おうし座τ星の食
23日　４月こと座流星群が極大
24日　いて座π星の食

 
春
は
別
れ
と
、
出
会
い
の
季
節
。

夜
空
の
方
も
、
冬
の
星
座
は
西
に

沈
ん
で
い
き
、
変
わ
っ
て
春
の
星

座
が
空
に
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

　

お
お
ぐ
ま
座
の
北
斗
七
星
を

使
っ
て
北
極
星
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
？ 

　

今
度
は
北
斗
七
星
の
柄
の
部
分

を
見
て
下
さ
い
。
こ
の
カ
ー
ブ
を

延
長
し
て
ゆ
く
と
、
う
し
か
い
座

の
ア
ー
ク
ト
ゥ
ー
ル
ス
、
さ
ら
に

お
と
め
座
の
ス
ピ
カ
を
探
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
大
き
な
カ
ー

ブ
が
「
春
の
大
曲
線
」
で
す
。

　

そ
し
て
、
ア
ー
ク
ト
ゥ
ー
ル
ス
、

ス
ピ
カ
、
し
し
座
の
デ
ネ
ボ
ラ
、

そ
し
て
、
り
ょ
う
け
ん
座
の
コ
ル
・

カ
ロ
リ
を
結
ん
で
で
き
る
大
き
な

四
角
形
が
、「
春
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
で
す
。

　

さ
て
、
お
と
め
座
に
輝
い
て
い

る
の
は
、
土
星
で
す
。
ま
た
土
星

が
観
望
で
き
る
時
期
が
や
っ
て
き

た
の
で
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
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つ
い
に
日
本
！　

誠

実
で
礼
儀
正
し
く
遠
い

国
。新
し
い
が
古
い
国
。

武
士
道
と
文
化
の
国
。

　

ホ
ン
コ
ン
か
ら
夕
刻
、
き
ら
め

く
海
を
越
え
て
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
国

へ
。
着
陸
時
か
ら
効
率
的
で
親
切
な

人
々
。
手
助
け
に
熱
心
で
、
し
か
し

決
し
て
邪
魔
は
し
な
い
。
い
つ
も
少

し
距
離
を
お
き
、
礼
儀
を
守
る
。

　

ま
ず
は
東
京
で
電
車
、
き
れ
い
で
速

い
。
地
下
鉄
と
人
々
が
一
体
化
。
人
の

海
、
い
つ
も
動
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、人
生
の
物
語
。
英
文
字
は
少
な
く
、

異
国
を
感
じ
る
。
固
有
の
文
化
。
な
じ

み
が
薄
い
が
、
歓
迎
的
。
地
下
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
、
活
気
の
あ
る
挨
拶
、
そ

し
て
出
身
地
を
聞
く
。

「
南
ア
フ
リ
カ
、
え
え
と
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
サ
ッ

カ
ー
」

　

こ
れ
ら
は
国
際
語
だ
。

日
本
食
。
風
味
豊
か
、
新

鮮
で
健
康
的
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
の
仲
間
と

研
究
会
。「
サ
イ
エ
ン
ス
」

も
ま
た
国
際
語
。
文
化
の

Essay Parsec

日
本
の
印
象

ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ホ
レ
ル 

違
い
が
軽
減
し
、
発
見
、
関
与
、
協
力

に
対
す
る
共
通
の
熱
意
へ
と
変
わ
る
。

宇
宙
に
関
す
る
問
題
は
、
ど
こ
の
出
身

か
な
ど
無
関
係
。

　

夕
刻
、
歩
い
て
帰
る
。
よ
く
手
入
れ

さ
れ
た
道
。
古
い
寺
の
建
物
、
今
は
遊

び
の
学
校
。
子
供
ら
が
笑
い
な
が
ら
庭

の
遊
具
を
登
る
。

　

日
本
。
儀
礼
的
で
、
規
律
的
で
、
そ

し
て
思
い
や
り
の
国
。
懐
か
し
い
。
特

別
な
国
。
日
本
に
敬
礼
。
再
び
訪
ね
た

い
。

（
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ホ
レ
ル
／

　

Ｓ
Ｋ
Ａ
南
ア
フ
リ
カ
・M

eerKAT

昨
年
11
月
に
電
波
天
文
学
関
係
の
国
際

会
議
出
席
の
た
め
来
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

翻
訳
：
編
集
者
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世
界
合
同
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」（
前
編
）

　

昨
年
12
月
号
で
速
報
し
ま
し
た
オ
ズ

マ
計
画
50
周
年
記
念
・
世
界
合
同
Ｓ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
（
地
球
外
知
的
生
命
探
査
）
観
測

「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Let's enjoy Astronomy

　

２
０
０
９
年
11
月
、
全
国
同
時
Ｓ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
「
さ
ざ
ん
か
計
画
」
が
実
行
さ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
ま
す
か
（
２
０
０
９

年
12
月
号
参
照
）。 

日
本
国
内
30
以
上

の
観
測
所
で
同
時
に
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
関
連
観

測
を
行
い
ま
し
た
。
筆
者
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
天
文
台
が
一

斉
に
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
観
測
を
行
っ
た
の
は
世

界
で
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
実
は
、

こ
の
観
測
を
注
目
し
て
い
た
人
が
太
平

洋
の
向
こ
う
側
に
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
研
究
所
の
幹
部
ダ
グ
・
バ

コ
フ
博
士
で
す
。
ダ
グ
の
招
待
で
昨
年

４
月
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た

宇
宙
生
物
学
研
究
会
に
出
席
、「
さ
ざ

ん
か
計
画
」
に
つ
い
て
発
表
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
研
究
会
で
私
と
共
同
研
究

者
の
藤
下
光
身
氏
（
東
海
大
学
）
は
、

ダ
グ
、
そ
れ
に
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
研
の
同
じ
く

鳴
沢 

真
也

SETI 研究所の博士たち。左からジェリー・ハープ、
ジル・ターター、セス・ショスタック、ダグ・バコフ

ドロシー計画のフォーマルなロゴ
マーク。南斗遊星さん作SETI 研究所のATA（アレン・テレスコープ・アレイ）

アレシボ天文台の世界最大 300m電波望遠
鏡。ドロシー計画ではバークレー校が利用

オズマ計画を実施されたフランク・ドレイク博士
（SETI 研究所名誉教授）。左は筆者
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Let's enjoy Astronomy

幹
部
の
ジ
ル
・
タ
ー
タ
ー
博
士
に
一
つ

の
提
案
を
し
ま
し
た
。

「
今
年
は
オ
ズ
マ
計
画
か
ら
、
50
周
年

で
す
よ
ね
。
こ
れ
を
記
念
し
て
日
米
で

合
同
の
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
観
測
を
し
ま
せ
ん

か
？
」（
２
０
１
０
年
６
月
号
参
照
）

　

１
９
６
０
年
、
ア
メ
リ
カ
の
天
文
学

者
フ
ラ
ン
ク
・
ド
レ
イ
ク
博
士
が
、
世

界
初
の
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
観
測
を
行
い
ま
し

た
。
国
立
電
波
天
文
台
の
電
波
望
遠
鏡

を
使
い
、
地
球
外
知
的
生
命
か
ら
の
電

波
を
受
信
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
北
半
球
か
ら
観
測
で
き

て
、
か
つ
太
陽
に
似
て
い
る
星
の
中
で

地
球
に
最
も
近
い（
お
お
よ
そ
10
光
年
）

２
つ
の
星
、
く
じ
ら
座
タ
ウ
と
エ
リ

ダ
ヌ
ス
座
イ
プ
シ
ロ
ン
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
２
つ
は
Ｓ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
の
優
先
観
測
対
象
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
が「
オ
ズ
マ
計
画
」で
す
。「
オ

ズ
の
魔
法
使
い
」
に
登
場
す
る
オ
ズ
マ

姫
に
ち
な
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

ジ
ル
は
す
ぐ
に
賛
成
、
彼
女
の
部

下
で
あ
る
ジ
ェ
リ
ー
・
ハ
ー
プ
博
士

（
２
０
１
１
年
２
月
号
参
照
）
を
実
働

者
と
し
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
ジ
ェ
リ
ー
と
さ
っ
そ
く
電

子
メ
ー
ル
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
愛
称
は
、

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
の
主
人
公
に
ち

な
ん
で
「
ド
ロ
シ
ー
計
画
」
と
決
ま
り

ま
し
た
。
発
案
者
の
筆
者
が
再
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
準

備
が
す
す
む
う
ち
に
、
ジ
ェ
リ
ー
や
ダ

グ
か
ら
提
案
が
出
ま
し
た
。

「
シ
ン
ヤ
、
せ
っ
か
く
オ
ズ
マ
計
画
50

周
年
な
ん
だ
か
ら
世
界
で
一
斉
に
や
ら

な
い
か
？
」

　

こ
う
し
て
、
ド
ロ
シ
ー
計
画
は
、
日

米
合
同
か
ら
世
界
合
同
に
拡
張
さ
れ
ま

し
た
。
調
整
が
一
番
た
い
へ
ん
だ
っ
た

の
は
、
日
程
の
決
定
で
す
。
半
年
ほ
ど

の
協
議
の
結
果
、
11
月
５
〜
７
日
と
決

ま
り
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
く
じ
ら
座
タ
ウ
と

エ
リ
ダ
ヌ
ス
座
イ
プ
シ
ロ
ン
を
再
び
選

び
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
海
が
存
在

す
る
可
能
性
が
あ
る
惑
星
を
持
つ
星
も

い
く
つ
か
選
び
ま
し
た
。
50
年
前
の
Ｓ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
ベ
ス
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
現
在

の
ベ
ス
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う
わ
け
で

す
。
オ
ズ
マ
計
画
の
こ
ろ
は
ま
だ
系
外

惑
星
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
、
海
の
あ
り
そ
う
な
惑
星

ま
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

韓国国立果実川科学博物館の 7m電
波望遠鏡

イタリア国立宇宙物理電波天文研究所の 32mア
ンテナ。24時間観測を実施しました

南アフリカSKAの 12m電波望遠鏡

ハーバード大学の 1.8m光学望遠鏡。
光学SETI としての参加
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Let's enjoy Astronomy

天
文
学
50
年
の
進
展
の
一
つ
で
す
。

　

計
画
直
前
、
ド
レ
イ
ク
博
士
か
ら
も

祝
電
が
届
き
ま
し
た
。
ド
ロ
シ
ー
計
画

に
つ
い
て
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
も
報
道

を
始
め
ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

は
特
に
大
き
く
あ
つ
か
い
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
観
測
初
日
。
フ
ラ

ン
ス
国
立
の
ナ
ン
セ
イ
観
測
所
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
天
文
台
の
元
所
長

さ
ん
は
か
つ
て
日
本
に
留
学
し
て
い
た

そ
う
で
、「
ド
ロ
シ
ー
俳
句
」
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
続
き
、
日
本
、
韓
国
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
望
遠
鏡（
写
真
参
照
）

で
観
測
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ

タ
リ
ア
の
電
波
望
遠
鏡
は
、
24
時
間
観

測
を
実
施
し
ま
し
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
は
世
界
最
大
の

パリ天文台／フランス国立科学研究センターのナンセイ観
測所の 100m電波望遠鏡（の一部）

多国籍共同による LOFAR（低周波アレイ）コア。
所在地はオランダ

アルゼンチン国立電波研究所30m望遠鏡（２台）

高橋無線局の自作６mアンテナ「雅」

東海大学宇宙情報センターの 5m（左）と 11m（右）

山口大学の 32m電波望遠鏡

ア
レ
シ
ボ
天
文
台
を
使
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
固
定
ア
ン
テ
ナ
な
の
で
、
独
自

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
11
月
23
〜
26
日
に
は
第
二
次
観
測
が

実
施
さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
Ｓ
Ｋ
Ａ
、
ナ

ン
セ
イ
観
測
所
、
高
橋
無
線
局
が
観
測

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
ド
ロ
シ
ー
計
画
で
始
ま
っ
た

世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
続
く
）

（
な
る
さ
わ 

し
ん
や
／
主
任
研
究
員
）
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ここまでやるか !?　おうし座V773

Report from NHAO

X線天文衛星「すざく」

  

太
陽
に
は
、
フ
レ
ア
と
い
う
爆
発
現

象
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
太
陽
以
外

の
星
に
も
、
フ
レ
ア
が
起
き
ま
す
。
特

に
、
星
の
赤
ち
ゃ
ん
で
は
、
太
陽
よ
り

も
１
０
０
０
倍
か
ら
１
０
０
万
倍
と
い

う
、と
て
も
大
き
な
フ
レ
ア
が
で
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
き
な

フ
レ
ア
が
起
き
る
の
か
、
詳
細
は
わ
か

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
フ
レ
ア
解
明
に
向
け

て
、
最
も
大
き
な
フ
レ
ア
が
で
る
「
お

う
し
座
Ｖ
７
７
３
星
」
を
、
人
工
衛
星

と
日
本
の
多
数
の
天
文
台
を
ま
き
こ
ん

で
、
多
波
長
同
時
観
測
し
ま
し
た
。

　

私
も
、
西
は
り
ま
天
文
台
で
、
２
月

16
日
〜
19
日
の
４
晩
観
測
を
行
い
ま
し

た
。
な
ゆ
た
望
遠
鏡
で
赤
外
線
の
、
60

セ
ン
チ
と
10
セ
ン
チ
望
遠
鏡
で
可
視
光

の
観
測
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
解
析
中

で
す
が
、
い
ず
れ
よ
い
結
果
が
お
知
ら

せ
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

（
い
い
づ
か 

り
ょ
う
／

　
　

中
央
大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
）

飯塚 亮

国立天文台野辺山宇
宙電波観測所 45m
電波望遠鏡

東北大学惑星圏飯舘観測所
31m × 32m電波望遠鏡

国立天文台VERA電波望遠
鏡（水沢、入来、石垣、父島）

西はりま天文台２m望遠鏡「な
ゆた」

西はりま天文台 60cm望遠
鏡

国立天文台岡山天体物理
観測所 188cm望遠鏡

美 星 天 文 台
101cm望遠鏡

京都産業大学 130cm 望遠鏡
「荒木」

ぐんま天文台 150cm望遠鏡 京都大学花山天文台
25cm望遠鏡

石 垣 島 天 文 台
105cm望遠鏡（む
りかぶし）

＊この他にも、永井和男氏・伊藤 弘氏（30cm＠八王子）、塩川和彦氏（35cm＠長野）、
大島 修氏（20cm＠倉敷）、藤井 貢氏（40cm＠美星）のご協力を得ました。
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第１回星なかまの集い～天文楽サミット～開催記
時政 典孝

Report from NHAO

　

２
月
19
日
と
20
日
天
文

台
公
園
に
お
い
て
、
第
一

回
星
な
か
ま
の
集
い
が
、

実
行
委
員
会
と
西
は
り
ま

天
文
台
公
園
と
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
星
好
き
の
個

人
や
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
、
情
報
交
換

や
交
流
を
し
よ
う
で
は
な

い
か
と
企
画
さ
れ
た
こ
の

会
の
申
込
は
、
開
始
後
半

日
で
定
員
の
１
０
０
名
を

超
え
ま
し
た
。
遠
く
は
関

東
か
ら
の
参
加
者
も
10
名

ほ
ど
い
ま
し
た
。

  

星
や
宇
宙
を
テ
ー
マ
に

し
た
歌
を
歌
う
ア
ク
ア
マ

リ
ン
の
お
二
人
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
華
や
か
に
ス

タ
ー
ト
。
続
く
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
阪
本
成
一
さ
ん
の
講
演

「
は
や
ぶ
さ
は
一
日
し
て

な
ら
ず
」
で
、
こ
れ
ま
で

の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
経
験
が
活

か
せ
た
ゆ
え
の
成
功
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
発
表
申
し
込
み
は
20

件
を
超
え
、
二
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

入
り
切
ら
な
か
っ
た
活
動
紹
介
は
一
日

目
の
交
流
会
の
中
で
行
う
と
い
う
異
例

の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
ま
し
た
。
打
ち
解

け
た
後
な
の
で
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
に
よ

る
発
表
も
10
件
を
超
え
、
み
な
さ
ん
の

熱
意
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
参
加
者
の
活
動
紹
介
と
研

究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

発
表
に
み
な
さ
ん
刺
激
を
受
け
て
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

発
表
は
、
審
査
委
員
に
よ
っ
て
優
秀

で
あ
っ
た
三
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
三
件
の
発
表
に
は
、
森
本
奨
励
賞
と

い
う
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
11

月
に
急き
ゅ
う
せ
い逝さ

れ
た
森
本
名
誉
顧
問
の
ご

遺
族
の
ご
芳ほ
う
し志
に
よ
る
賞
で
、
星
好
き

の
み
な
さ
ん
の
活
動
が
よ
り
盛
ん
に
な

る
よ
う
に
と
い
う
希
望
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

交
流
で
得
た
つ
な
が
り
や
、
発
表
で

得
た
知
識
を
も
と
に
、
星
好
き
の
み
な

さ
ん
の
活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
願
っ

て
、
来
年
も
開
催
し
よ
う
と
満
場
一
致

で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
と
き
ま
さ 

の
り
た
か
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
任
研
究
員
）



Latest News

松田 健太郎
　恒星の中には、色々と変わったものが存在します。例えば、ニッケルが異常に多い星、鉛
が異常に多い星、スズが異常に多い星など、実に多種多様です。そして、最近新たにジルコ
ニウムが多い星が確認されました。その星は「LS IV -14 116」という高温の星で、やぎ座
とみずがめ座の境界付近、太陽系からは約 2000 光年離れた所にあります。
  ジルコニウムは、ジルコンという宝石の主成分の一つで、白色顔料や人造宝石ジルコニア
の原料にもなる元素です。そのジルコニウムが、恒星の大気で、雲の層の様なものを形成し
たところがみえたのではないかと想像されます。この星にみえたジルコニウムの密度は太陽
の一万倍以上、総量は現在地球で産出されるジルコニウムの 4000 年分にも上ると考えられ
ます。他にも、ストロンチウム、ゲルマニウム、イットリウム等が他の多くの恒星よりかな
り多いことがわかりました。

← ジルコニウムの結晶

キラめくジルコンスター

  興味深いのは、この LS IV -14 116 は今回見つかったジルコニウムなどの量以外には、特
別変わった特徴があるわけでもないことです。この星は、大気の水素の大部分を失い、進化
の末期段階を進みつつあります。その中で、光の圧力や磁場の影響で表面に浮き上がってき
た特定の元素があった、ということのようです。それがどの様な過程で起きたのか、どの元
素が多くみえるようになるかは、恒星の進化とそれに伴う内部活動を知る手がかりになるの
ではないかと期待されています。

酸化ジルコニウムが原料の人造宝石
キュービックジルコニア。上の写真ともに
Wikimedia Commons

LS IV -14 116 の想像図。著者作画



▼
１
日
（
火
）
鳴
沢
研
究
員
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
A
型
）
か
ら
復
帰
。

▼
３
日
（
木
）
寒
い
１
月
か
ら
一
転
、

最
低
気
温
が
０
度
を
切
ら
ず
、
３

週
間
ほ
ど
残
っ
て
い
た
雪
も
だ
い

ぶ
と
け
る
。
丹
羽
研
究
員
、
地
元

佐
用
高
校
に
出
前
授
業
と
観
望
会
。

▼
４
日
（
金
）
暖
か
く
、
快
晴
の
日
が

続
く
。

▼
５
日
（
土
）
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
「
な
げ
て
も
も
ど
る
？ 

ブ
ー
メ

ラ
ン
を
つ
く
ろ
う
」
に
13
名
参
加
。

松
田
研
究
員
が
夜
な
夜
な
練
習
し

て
い
た
の
は
こ
れ
だ
っ
た
。
形
だ

け
で
な
く
、
手
首
の
ス
ナ
ッ
プ
も

重
要
ら
し
い
。

▼
６
日
（
日
）
は
り
ま
宇
宙
講
座
「
星

空
案
内
の
実
際
」
で
筆
者
と
坂
元

研
究
員
、
午
前
中
は
明
石
天
文
科

学
館
、
午
後
は
西
は
り
ま
と
奔ほ
ん
そ
う走

。

こ
れ
で
今
年
の
星
の
ソ
ム
リ
エ
の

準
案
内
人
が
44
名
誕
生
し
た
。
３

月
６
日
に
は
認
定
式
を
予
定
。
11

月
に
急き
ゅ
う
せ
い逝

さ
れ
た
森
本
名
誉
顧
問

の
「
あ
り
が
と
う
の
会
in
姫
路
で
」

１
６
０
名
が
森
本
お
じ
さ
ん
を
偲し
の

ぶ
（
お
お
な
で
☆
便
り
参
照
）。

▼
７
日
（
月
）
久
し
ぶ
り
に
キ
ラ
キ
ラ

ch
パ
ー
ト
２
に
出
演
。

▼
９
日
（
水
）
天
文
学
会
の
月
刊
誌

作
業
で
三
菱
電
機
が
来
台
。
坂
元
研

究
員
が
対
応
。
神
戸
新
聞
が
鳴
沢
研

究
員
の 

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
（
地
球
外
知
的
生

命
探
査
）
に
つ
い
て
取
材
。

▼
12
日
（
土
）
３
月
か
ら
嘱
託
研
究
員
に

採
用
さ
れ
る
渡
邉
さ
ん
が
宿
探
し
の

た
め
に
来
園
。

▼
16
日
（
水
）
元
嘱
託
研
究
員
で
中
央
大

学
の
飯
塚
さ
ん
が
大
学
院
生
と
来
台
、

な
ゆ
た
望
遠
鏡
と
60
セ
ン
チ
望
遠
鏡

で
お
う
し
座
Ｖ
７
７
３
の
観
測
（
19

日
ま
で
）。
Ｘ
線
天
文
衛
星「
す
ざ
く
」、

電
波
望
遠
鏡
と
の
同
時
観
測
。
時
政
・

丹
羽
研
究
員
が
飯
塚
さ
ん
と
共
同
で

観
測
す
る
も
、
悪
天
候
の
日
が
多
か

っ
た
。
観
測
デ
ー
タ
は
少
な
い
が
、

ど
ん
な
結
果
が
で
る
か
楽
し
み
だ
。

▼
18
日
（
金
）
キ
ラ
キ
ラtune 

の
録
音
。

▼
19
日
（
土
）「
星
な
か
ま
の
集
い
〜
天

文
楽
サ
ミ
ッ
ト
〜
」
の
開
催
（
20
日

昼
ま
で
）。
関
西
を
中
心
に
多
く
の

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
や
星
好
き
な
人

た
ち
約
１
２
０
名
が
集
ま
る
。
ア
ク

ア
マ
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
始
ま
り
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ 

の
阪
本
氏
に
よ
る
講
演

会
、
な
ゆ
た
望
遠
鏡
の
観
望
会
の

他
、
発
表
が
口
頭
で
20
件
、
ポ
ス

タ
ー
も
あ
り
。
非
常
に
盛
況
。

▼
21
日
（
月
）
第
１
３
６
回
コ
ロ
キ
ウ

ム
開
催
。『SPring-8/XFEL

の

新
し
い
光
に
期
待
す
る
「
生
物
遺

伝
暗
号
」　

謎
の
解
明
と
ア
ス
ト
ロ

バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
』
と
題
し
て
、
理

　

化
学
研
究
所 SPring-8

セ
ン
タ

ー
の
別べ
っ
し
ょ
よ
し
た
か

所
義
隆
氏
が
講
演
。

▼
27
日
（
日
）
星
の
ソ
ム
リ
エ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
た
め
、
坂
元
研
究
員
と

筆
者
、
山
形
へ
出
張
（
28
日
ま
で
）。

今
年
で
制
度
の
運
営
団
体
が
全
国

で
15
に
増
え
、
今
後
も
ま
す
ま
す

増
え
て
行
き
そ
う
。

『
天
文
月
報
』
の
編
集
テ
レ
ビ
会
議

に
出
席
。「
シ
リ
ー
ズ
：
科
学
館
、

公
開
天
文
台
の
最
新
の
活
動
状
況
」

が
復
活
。
他
に
も
新
し
い
シ
リ
ー

ズ
や
ネ
タ
の
提
案
が
出
る
。
な
ゆ

た
望
遠
鏡
光
学
確
認
と
計
算
機
の

Staff Diary

 ２月
スタッフ

前野 将太
嘱託研究員 活動日記
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  昨年 11 月 16 日に急
きゅうせい

逝した森本雅樹名誉
顧問を追悼する企画「森本さん ありがとう
の会」は、海部宣男前国立天文台長、面高
俊宏鹿児島大学教授、黒田の 3人の呼びか
けで、東京、姫路、鹿児島で、延べ 500 人
以上の参加を得て終えることができました。
森本さんの遺志でもあるパーティ形式で会
は行われ、天文学界だけではなく各界各層
からご参加いただきました。この場をお借
りして心より感謝申し上げます。

  なお、残る追悼企画は、森本さんが特に

森本名誉顧問追悼行事

2月のおおなで☆便り　園長　黒田 武彦

Trend of  NHAO

望んでいた大型客船での傘
さんじゅ

寿の祝いに代わ
る「森本さん追悼 南十字星石垣クルーズ」
（各地から飛行機で沖縄へ、クルーズは那
覇～石垣島）で、誕生日（5 月 14 日）直
後の 5 月 20 日（金）から 22 日（日）に
実施します。森本せつ夫人にもご乗船いた
だきますので、多くのご参加をお待ち申し
上げます。なお、詳細につきましては、近
畿日本ツーリスト大阪法人旅行支店のご担
当・石垣様、伊藤様（TEL:06-4397-8778、
FAX:06-4397-8779）にお問合わせ下さい。
　　

園長 　黒田武彦

■
１
日
（
火
）
大
学
講
義
の
た
め
、
朝
礼
、
課
長
会
出
席
で
き
ず
。

■
２
日
（
水
）
県
教
育
委
員
会
光
都
教
育
振
興
室
の
小
林
室
長
来
訪
、

自
然
学
校
要
員
の
削
減
が
新
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
い
う
内
容
に

愕
然
。

■
３
日
（
木
）
Ｆ
Ｍ
ゲ
ン
キ
の
１
時
間
番
組
「
手
柄
山
ピ
ー
ス
フ
ル
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
収
録
、
宇
宙
と
平
和
に
つ
い
て
語
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

■
４
日
（
金
）
午
後
、
姫
路
星
の
子
館
運
営
会
議
に
。
夜
は
県
庁
に
勤

務
す
る
高
校
同
窓
会
で
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
。

■
６
日
（
日
）「
森
本
さ
ん
あ
り
が
と
う
の
会
in
姫
路
」
を
じ
ば
さ
ん

び
る
で
。
知
事
や
教
育
長
、
森
本
さ
ん
ご
遺
族
を
含
め
各
界
各
層
の

１
６
０
名
、
お
ご
そ
か
に
か
つ
楽
し
く
追
悼
パ
ー
テ
ィ
。

■
12
日
（
土
）
地
域
住
民
が
続
け
て
い
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ブ
「
網
干
サ

ロ
ン
」
で
講
演
。
加
藤
三
郎
氏
宅
で
長
く
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
。

■
13
日
（
日
）
姫
路
市
花
北
市
民
広
場
で
お
話
と
観
望
会
、
30
名
。

■
16
日
（
水
）
県
立
大
附
属
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
た
め
の
最
終
指

導
。

■
17
日
（
木
）
県
立
大
附
属
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
発
表
会
。
天
文
班

の
流
星
塵
の
観
察
を
は
じ
め
、中
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
は
す
ば
ら
し
い
。

■
18
日
（
金
）
県
立
大
自
然
研
教
授
会
で
三
田
へ
。

■
19
日
（
土
）
第
10
回
天
文
楽
セ
ミ
ナ
ー
は
森
本
さ
ん
の
足
跡
。
終
了

後
第
１
回
星
な
か
ま
の
集
い
〜
天
文
楽
サ
ミ
ッ
ト
〜
、
ア
ク
ア
マ
リ

ン
、
阪
本
成
一
さ
ん
、
発
表
者
の
協
力
で
大
成
功
。
懇
親
会
も
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
！

■
20
日
（
日
）
星
な
か
ま
の
集
い
の
途
中
で
、
鹿
児
島
の
森
本
さ

ん
追
悼
の
会
へ
。
鹿
児
島
で
も
森
本
さ
ん
の
紹
介
を
行
っ
た
。

■
24
日
（
木
）
県
立
大
学
自
然
研
教
員
評
価
委
員
会
、
三
田
で
。

■
25
日
（
金
）
天
文
台
公
園
将
来
計
画
打
合
せ
会
。

■
27
日
（
日
）
ひ
ょ
う
ご
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ネ
ッ
ト

主
催
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
が
天
文
台
へ
。
講
演
と
案
内
。
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天文台インフォーメーション

例会参加申込表
会員No. 氏名 
宿泊棟　家族用ロッジ・グループ用ロッジ
　　　　　 大人     こども       合計
参加人数　 （　）　　（　）　　　（　）
宿泊人数　 （　）　　（　）　　　（　）
シーツ数　 （　）　　（　）　　　（　）
朝食数　　 （　）　　（　）　　　（　）
部屋割   男 （　）女（　）家族（　）
グループ別観望会の希望コース（　）

　　編集後記　　
　最近、大撫山登山道の沿道に、写真のよう
な穴が所々でみつかります。枕大の石がいく
つも斜面から落ちている場所もあります。何
が原因かわかりますか？犯人はイノシシで
す。穴を掘って餌を探しているのです。信じ
られないほどの馬力です。先月号のクイズの
答えは、ATAでした。 （鳴沢真也）

　＃第 126回 友の会例会
日時：5月 14 日（土）18：30（受付）～翌

朝
費用：宿泊 大人 500 円、子供 300 円
　　　※シーツ代金が含まれています。
　　　朝食 500 円  ( 希望者 )
申込方法：申込表 ( 下表 ) を参考に
電話：0790-82-3886、FAX：0790-82-2258
e-mail：Subject に「May」と記入し、
　　　　アドレス「reikai@nhao.jp」へ
申込締切：家族棟（別途料金要）4月 16 日（土）
　　　グループ棟泊、日帰り 5月 7日（土）
◎テーマ別観望会 : 次号でお知らせします。
　一回に限り会員以外の方も例会に参加可能
です。知人、友人の方をお誘いください。

Information

＃は友の会会員のみなさんだけへのお知らせです。

 天文講演会
日時：5月 1日（日）14:00 ～　
場所 : 天文台南館スタディルーム
対象 : 一般（参加費無料、予約不要）
演題：極低温の星の誕生の舞台にひそむ
　　　　　　　　　　　　　　“熱い” 現象
講師 : 梅本 智文（国立天文台助教）
概要：電波望遠鏡を使って星や惑星の誕生の
　　　ようすを探っています。これまでの観
　　　測から生まれたばかりの星では、活発
　　　な爆発現象 ( 巨大フレア ) が起こって
　　　いることがわかってきました。
　　　　こうした巨大爆発現象は生命の起源
　　　にも影響を与えたかもしれません。

＊なお、後半には「天文台マダム日記」で有
名な真由美夫人によるピアノ演奏と歌、パネ
ルディスカッションなどを企画しています。

　   はじめまして！
3 月 1日から嘱託研究員としてお世話になっ
ています。渡邉瑛里と申します。星や宇宙
を通して、皆さんと楽しい時間や面白いアイ
ディアを共有していきたいなと思っていま
す！どうぞよろしくお願いします。

　   西はりま天文台公園ホームページ
                   http://www.nhao.jp/
公園施設紹介、イベント情報、天体画像、情
報発信番組キラキラ ch、など。

　   来月号の予告
パーセク：ヒンドゥーの宇宙観
　　　　　ビシャル・ガジャ
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  5 日　土星が衝
  8 日　おうし座τ星の食
23日　４月こと座流星群が極大
24日　いて座π星の食
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